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　科学技術振興機構「スタートアップ・エコシステム形成事
業」の支援を受け、世界を変える大学発ベンチャーを育てる

『Greater Tokyo Innovation Ecosystem（GTIE）』に、共同
機関として参画しています。GTIEは、産学官のコミュニ

ティ形成、活動拠点・場の共有、アントレプレナー人材育
成のための教育基盤を有するプラットフォームです。
　現在、首都圏の大学、自治体、VC、民間企業等80以上
の機関が参画しています。

■ 研究成果展開事業大学発新産業創出プログラムー
大学・エコシステム推進型スタートアップ・エコシステム形成支援

	Z	t�•�(�5�*�& �×�”�Ü�Ö�”� �́¢�I�U�U�Q�T�������H�U�J�F���K�Q�£�‘�“
H
.

�Š�¶�t�o�‰�5�w �(�5�*�& �³�ï�Ù�´�¢�Ü
�®
H�„�›�!�Q�”�µ�»�”�Ä�ž�¿�Ó�›�­�o�”�t�x��̄p�w�|�æ
�w�Û�7�¢�������� �å���D�£

　2022年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダ
イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー
育成型）」の採択を受けました。本事業は、下記の取組みを
通じて、女性リーダーを養成し、多様な人材が活躍できる
教育・研究環境の実現を図ることを目的としています。
①�安心良質の研究環境を整備し、ライフイベントと研究の

両立を推進
②研究力およびマネージメント力の強化を推進
③�女性リーダー養成制度（SAKURA制度）の運用により女

性上位職および幹部職育成と登用を推進

　本学は、多様な人材を育み、それぞれが自分らしく活躍
することのできるよりよい教育研究環境を目指して、これ
からも積極的に活動してまいります。

■ ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）
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教 育 ・ 研 究 環 境 の 整 備

他 大 学 等 と の 連 携

中期計画（18）

中期計画（4）（5）

世界トップレベルの研究水準を誇る国際研究拠点の充実および多様な人材が活躍できる教育・研究環境を整備すること
により、国際社会において「東京農工大学」、ひいては「日本」のプレゼンスを高める取組みに力を入れています。

Point

首都圏を中心にした大学と地方公共団体、VC、CVC、アクセラレーター、民間企業等と協創し、Greater Tokyo（東京
圏）におけるスタートアップ・エコシステムの形成を目指しています。

Point
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　多様化・高度化する獣医療に対応するべく、小金井キャン
パスに、本学2つ目の動物医療センターとなる総合診療科を
メインとした「小金井動物救急医療センター」を2022年11
月に開設しました。（放射線治療科も開設準備中）
　獣医療の国内最大級・世界的な拠点を目指して、地域の
獣医療のさらなるバックアップや人材育成、獣医工連携を
含む農工融合をベースとした産学連携活動等に取組んでい
きます。

■ 獣医療の国内最大級・世界的な拠点を目指して
―小金井動物救急医療センターを開設―

地 域 連 携 ・ 社 会 貢 献 中期計画（22）

飼い主が伴侶動物とともに健康で生きがいのある地域社会の実現に向けて、最先端CTおよびMRI設備を活用した高度医
療を実現します。また、獣医学臨床実習をとおして次世代の獣医師養成に貢献するとともに、本学における新たな農工融
合研究拠点として獣医工連携等により生命科学分野の先端臨床研究を展開していきます。

Point
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■ 貸借対照表� （単位：百万円）

注：100万円未満を切捨で計上しているため、合計が一致しない箇所があります。（次ページ以降も同様）

 財務状況について

科目 2020 2021 2022 前年度
増減

資産の部 100,724 102,105 101,643 △462
　土地 76,931 76,931 76,931 0
　建物 13,259 12,928 13,211 282
　構築物 587 676 660 △15
　機械装置 149 347 264 △83
　工具器具備品 1,367 1,923 2,003 79
　その他有形固定資産 2,031 2,338 1,935 △403
　無形固定資産 183 172 293 120
　投資その他の資産 600 591 387 △203
　現金・預金 4,484 5,223 4,747 △476
　有価証券 697 501 700 198
　その他流動資産 429 469 507 38

科目 2020 2021 2022 前年度
増減

負債の部 12,626 14,434 8,343 △6,090
　長期借入金 455 392 358 △34
　長期リース債務 319 588 517 △70
　その他固定負債 6,228 7,013 1,212 △5,801
　運営費交付金債務 860 0 276 276
　寄附金債務 1,742 1,967 2,046 78
　未払金 1,937 2,996 2,470 △525
　その他流動負債 1,292 1,475 1,462 △13
純資産の部 87,897 87,671 93,299 5,628
　資本金 84,658 84,658 84,658 0
　資本剰余金 2,486 1,990 1,847 △142
　利益剰余金 753 1,023 6,793 5,770

１．�国立大学法人会計基準の改正により、資産見返負債が廃止され、前年度までに計上していた資産見返負
債を臨時利益に振り替えました。

２．小金井動物救急医療センターや工学部3号館の改修により、建物が増加しました。

貸借対象表の特徴

Point

⚫国から承継した固定資産

　国立大学は2004年度に国の機関から法人化しまし
たが、その際に土地や建物等の不動産を現物出資とい
う形で国から承継しました。本学では承継した時点で
の不動産の評価額が大きかったため、本学が保有して
いる資産の90%以上は、土地や建物等となっていま
す。
　また、承継した土地や建物等は出資という位置づけ
であるため、これらの不動産評価額は資本金として計
上されています。そのため、資本金の額も大きくなっ
ており、自己資本比率がとても高いことも特徴となっ
ています。

⚫承継した固定資産の減価償却費

　民間企業では購入した固定資産は減価償却を行い、
その減価償却費は損益計算書に計上されます。それに
対し国立大学法人の国から承継した固定資産は、減価
に対応すべき収益の獲得が予定されない資産として、
減価償却費を損益計算書に計上するのではなく資本剰
余金を減額します。
　また、国から交付された施設整備費補助金で購入し
た固定資産も同様の取り扱いとなります。
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■ 損益計算書� （単位：百万円）

科目 2020 2021 2022 対前年度
増減

経常費用 13,451 15,411 15,418 7
　教育経費 1,507 1,838 2,151 313
　研究経費 1,477 1,718 1,861 142
　教育研究支援経費 572 637 534 △103
　受託研究費等 1,559 1,924 1,950 26
　人件費 7,390 7,899 7,655 △244
　一般管理費 933 1,373 1,237 △135
　雑損等 10 19 27 8
臨時損失 46 13 26 12

科目 2020 2021 2022 対前年度
増減

経常収益 14,308 15,551 15,415 △136
　運営費交付金収益 6,109 6,999 6,252 △747
　学生納付金収益 3,248 3,307 3,641 334
　施設費等収益 578 916 1,314 397
　受託研究等収益 2,428 2,725 3,103 377
　雑益等 1,674 1,602 1,103 △498
臨時利益 14 143 5,869 5,726
目的積立金取崩額 0 0 99 99
当期総利益 555 270 5,938 5,668

１．電気料金の高騰により光熱水費が増加したため、教育経費や研究経費も増加しました。
２．前年度に比べて退職者が減少したことにより、人件費が減少しました。
３．小金井動物救急医療センターが新設され、その備品等の購入財源として目的積立金を使用しました。
４．�当期総利益の大部分は国立大学法人会計基準の改正に伴い、資産見返負債を臨時利益に振り替えたもの

です。
５．当期総利益の一部を目的積立金として文部科学省に申請しました。

国立大学法人の損益計算書の特徴

Point

⚫国立大学法人と民間企業との違い

　国立大学法人と民間企業との最も大きな違いは、民
間企業は顧客や消費者にサービス等を提供した対価と
して金銭を獲得することに対し、国立大学法人はサー
ビスの提供を目的として国等から資金を受け入れるこ
とです。
　そのため、国立大学法人会計は企業会計とは違う独
特な仕組みが採用されています。

⚫収益計上のタイミング

　民間企業では損益計算書に収益を計上するタイミン
グは、サービス等を提供し金銭を獲得した時ですが、
国立大学法人では、まだサービスを提供する前に資金
を受け入れることがあります。
　こうして受け入れた資金は、国立大学法人がサービ
スを提供する義務を負うため、負債として計上されま
す。そしてサービスを提供することによって、初めて
収益として認識されます。
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■ キャッシュフロー計算書� （単位：百万円）
科目 2020 2021 2022 前年度増減

業務活動によるキャッシュフロー 1,765 1,667 1,181 △485
　原材料等支出 △3,273 △3,703 △4,644 △940
　人件費支出 △8,014 △7,965 △8,161 △196
　その他業務支出 △690 △1,437 △1,134 302
　運営費交付金収入 6,349 6,503 6,528 25
　学生納付金収入 3,270 3,280 3,352 72
　受託研究等収入 2,194 1,534 1,551 16
　その他収入 1,928 2,459 2,703 243
　国庫納付金 0 0 △1 △1
投資活動によるキャッシュフロー △256 △2,031 △1,007 1,023
　有価証券の取得による支出 △900 △687 0 687
　有価証券の償還による収入 1,702 894 0 △894
　固定資産の取得による支出 △977 △1,599 △2,066 △466
　固定資産の売却による収入 590 0 0 0
　定期預金の預入による支出 △6,148 △8,200 △4,900 3,300
　定期預金の払出による収入 5,457 6,840 5,240 △1,600
　その他投資活動による支出 △321 △292 0 292
　その他投資活動による収入 280 981 701 △280
　利息等の受取額 59 32 17 △14
財務活動によるキャッシュフロー △225 △260 △310 △50
　長期借入金の返済による支出 △63 △63 △63 0
　リース債務の返済による支出 △151 △183 △231 △48
　利息の支払額 △10 △13 △15 △1
資金に係る換算差額 132 3 0 △3
資金増加（減少）額 1,415 △620 △136 484

１．電気料金の高騰により光熱水費が増加したため、原材料等支出が増加しました。
２．共同研究費の受入額が増加したため、受託研究等収入が増加しました。
３．�小金井動物救急医療センターが新設されたことにより、動物診療収益が増加したため、その他収入が増

加しました。
４．�小金井動物救急医療センターの新設や工学部3号館の改修のため、固定資産の取得による支出が増加し

ました。
５．�小金井動物救急医療センターに設置する医療機器をリースにて用意したため、リース債務の返済による

支出が増加しました。

国立大学法人のキャッシュフロー計算書の特徴

Point

⚫業務活動キャッシュフローと投資活動キャッシュフローの関係

　国から交付される運営費交付金や学生納付金収入は
業務活動によるキャッシュフローにプラスで計上され
ますが、これらの財源で固定資産を購入した場合、そ
の支出額は投資活動によるキャッシュフローにマイナ
スで計上されます。
　このことから、業務活動によるキャッシュフローは
収入が超過し、投資活動によるキャッシュフローは支
出が超過しやすくなっています。

⚫財務活動によるキャッシュフロー

　国立大学が借入を行ったり大学債を発行した際は、
その金額は財務活動によるキャッシュフローに計上さ
れますが、国立大学でこのような活動を行うことは滅
多にありません。
　それに対しリース取引は活発に行っており、これらの
支出も財務活動によるキャッシュフローに計上されます。
　そのため、財務活動によるキャッシュフローは、通
常は支出が超過している状態になります。
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解説：セグメント情報とは？

　セグメント情報とは国立大学法人全体の財務情報を何らかの区分で分割して開示した情報のことであり、基本
的な財務諸表では得られない損益や資産に関する事業の内訳について補足的な情報を提供するものです。
　大学には学部、大学院、病院、さまざまな附属施設・組織があり、それらの業務が多岐にわたるため、事業費
等をセグメント別に開示することで、ステークホルダーにより詳細な財務情報を提供することができます。

■ セグメント情報

本学では組織を農学部・工学部・連合農学研究科・生物システム応用科学府・動物病院機構・附属施設の 
6つに大別し、さらにこれらに該当しない業務損益を法人共通として財務情報を開示しています。セグメント
ごとの収益と費用を算出しグラフ化してみると、それぞれの組織の特色が見えてきます。

Point
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人件費 一般管理費

教育支援経費 受託研究費等
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（百万円）
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法人共通

経常収益 経常費用
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解説：外部資金とは？

　外部資金は受託研究費、共同研究費、受託事業費、補助金、寄附金、科研費からなります。国等が定めた研究
テーマに沿って研究を委託する受託研究費や、民間企業と一緒に研究を行う共同研究費など、国立大学法人は 
さまざまな法人から教育・研究のための資金を獲得しています。
　これらの外部資金は使途に制限のある資金となっており、契約ごとに研究テーマや教育テーマに沿った「プロ
ジェクト」を設定し、そのプロジェクトに沿った経費に支出することができます。

■ 本学の収入について

　国立大学法人の財源は運営費交付金収入、学生納付金収入、外部資金収入、その他収入に分類できます。運営
費交付金収入は国から交付される資金であり、国立大学法人の収入の大半を占めています。学生納付金収入は授
業料や入学料、検定料です。外部資金収入は特定の教育研究に充てることを目的として大学外から受け入れる受
託研究費や共同研究費等です。その他収入は建物等の財産貸付料や動物医療センターの診療収入、特許料などの
雑収入です。
　2022年度から始まった第4期中期目標期間において、本学では「人とかがやく」を学長ビジョンに掲げ、科学
を基盤に人の価値を知的に社会的に最大に高める世界第一線の研究大学を目指しています。そのため、外部資金
の獲得に、特に力を入れて取組んでいます。

運営費交付金収入は毎年約1%ずつ削減されているため、外部資金は大学が教育研究を行うために必須のも
のとなっています。本学でも法人化以降一貫して外部資金の獲得に注力してきています。本学の近年の外部
資金受け入れ状況の推移は、31 ～ 32ページでより詳しくご確認いただけます。

Point

本学の収入の推移
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（百万円）

注：このグラフでは外部資金収入に科学研究費補助金を含めているため、キャッシュ・フロー計算書上の収入額とは一致しません。
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■ 財務指標の分析

財務指標
財務分析

事項 2020 2021 2022

流動比率 96.4% 96.2% 95.2%

流動資産÷流動負債で算出

現金預金の支出が多く流動資産が減少したため、対前年度比
で1.0%の減少となっています。

なお、流動比率が100%を下回っていますが、これは流動負
債相当（寄附金債務等）の預金のうち、約4億円を投資有価証
券（固定資産）で運用していることによるものです。
上記運用を考慮した場合の流動比率は101.4%となり、財務
状況に問題ありません。

自己資本比率 87.3% 85.9% 91.8%
純資産÷（負債＋純資産）で算出

資産見返負債を臨時利益に振り替えたことにより、負債が減
少したため、対前年度比5.9%の増加となっています。

人件費比率 59.1% 56.4% 54.1%
人件費÷業務費で算出

退職金の減少により、人件費の支出額が減少したため、対前
年度比2.3%の減少となっています。

一般管理費比率 7.5% 9.8% 8.7%

一般管理費÷業務費で算出

ライフライン再生工事等が昨年度に完了したことにより、一
般管理費が減少したため、対前年度比で1.1%の減少となっ
ています。

外部資金比率 20.0% 18.9% 23.8%

外部資金収益（※1）÷経常収益で算出

共同研究収益の増加や寄附金収益の増加により、外部資金収
益が増加したため、対前年度比で4.9%の増加となっていま
す。

業務費対教育研究費
等比率 40.9% 43.6% 45.9%

教育研究経費（※2）÷業務費で算出

電気料の高騰や小金井動物救急医療センターの新設のための
備品等の購入により、教育研究経費が増加したため、対前年
度比で2.3%の増加となっています。

※1：外部資金収益の内訳は、受託研究収益、共同研究収益、受託事業等収益、寄附金収益です。
※2：教育研究経費の内訳は、教育経費、研究経費、教育研究支援経費、受託研究費、共同研究費、受託等事業費です。

流動比率・自己資本比率は財務の健全性を、人件費率・一般管理費比率・業務費対教育研究費等比率は業務
の効率性を、外部資金比率は大学の発展性を示しています。本学はいずれの観点からも健全な財務状況にある
と言えます。

Point
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 予算の構成と外部資金の推移

外部資金の受入状況

■ 外部資金年度別受入額（2018年度～2022年度）� 単位：千円

2023年度東京農工大学予算の構成

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

共同研究費 723,595 798,511 829,159 921,602 968,814
受託研究費 1,496,587 1,335,682 1,322,017 1,637,649 1,530,895
受託事業 82,497 83,259 54,566 66,516 47,981
共同事業 2,364 4,530 2,500 2,412 2,500
寄附金 395,559 432,663 295,065 356,644 357,581
科学研究費補助金 1,173,363 1,115,039 1,021,007 1,144,047 1,068,390
その他の補助金 661,799 370,613 877,060 1,349,129 1,469,501
合　計 4,535,764 4,140,297 4,401,374 5,477,999 5,445,661

※間接経費を含む。

収入
11,034
（11,266）

支出
11,034
（11,266）

自己収入

4,661（42.2％）
〔4,914（43.6％）〕

学生納付金

3,612（32.7％）
〔3,569（31.7％）〕

その他収入

1,049（9.5％）
〔1,345（11.9％）〕

人件費

7,280（65.9％）
〔7,098（63.0％）〕

役職員給与

6,765（61.3％）
〔6,662（59.1％）〕

TA・RA経費

80（0.7％）
〔85（0.8％）〕

退職手当

435（3.9％）
〔351（3.1％）〕

運営費交付金

6,373（57.8％）
〔6,352（56.4％）〕

一般予備費

157（1.5％）
〔469（4.2％）〕

大学戦略経費

351（3.2％）
〔341（3.0％）〕

その他

505（4.6％）
〔660（5.9％）〕

運営基盤経費

2,741（24.8％）
〔2,698（23.9％）〕

物件費

3,246（29.4％）
〔3,358（29.8％）〕

単位：百万円
〔　　　〕は前年度予算額



外部資金年度別受入実績額の推移（2018年度～2022年度）

共同研究費 受入金額（千円）　　　受入件数（件） 受託研究費 受入金額（千円）　　　受入件数（件）

受託事業 受入金額（千円）　　　受入件数（件） 寄附金 受入金額（千円）　　　受入件数（件）

科学研究費補助金 受入金額（千円）　　　受入件数（件） その他の補助金 受入金額（千円）　　　受入件数（件）

※分担者受入等を含む。
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東京農工大学基金
　東京農工大学では、国際社会で活躍する理工系人材の育成や世界に誇る学術研究を推進するため、また、経済的な
理由で学生が修学を断念することがないよう支援するため、東京農工大学基金および修学支援基金を設置しています。
　2022年度は、1,449件・34,753,200円のご寄附をいただきました。ご寄附いただきました皆様に心より御礼
申し上げますとともに、引き続き、東京農工大学基金へのご支援をお願い申し上げます。

東京農工大学基金

■ 「ポスト・コロナ」の時代に対応した学修環境の整備
■ グローバル人材の育成に関する事業
■ 卓越した教育の実現に関する事業
■ 健全な学生生活のための環境支援
■ 世界に誇る学術研究の推進

修学支援基金
■ 経済的な理由により修学に困難がある学生の支援

古本募金（未来の種プロジェクト）

　東京農工大学基金へのご寄附方法の一つとして、古本募金（未来の種プロジェクト）を実施しています。
　皆様から贈られた書籍（DVD・CD・ゲームを含む）を買取業者が買い取り、その金額を東京農工大学基金への
寄附として受け入れ、本学の教育・研究活動に活用しています。

東京農工大学基金へのご寄附方法
詳細については、QRコードから東京農工大学基金WEBサイトにアクセスいただき、ご確認ください。

古本募金へのご寄附方法
詳細については、QRコードから東京農工大学古本募金WEBサイトにアクセスいただき、ご確認ください。
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農工大つながるプロジェクト

　農工大つながるプロジェクトとは、2024年の創基
150周年を機に、卒業生・在学生・教職員などのすべ
ての農工大サポーターを、農工大を中心に相互につな
ぐプロジェクトです。本プロジェクトにご寄附いただ
いた方へ感謝を込めて、全国で魅力的な生産物・加工
品等を作っている『かがやく農工大出身者（卒業生）』
の商品をお贈りすることで、農工大サポーターを相互
につなげていきます。本プロジェクトにいただいたご
寄附は、国際社会で活躍する理工系人材の育成強化お
よび教育研究環境の整備充実を図るため、在学生への
各種支援に活用してまいります。

　2023年9月1日（金）から、ご寄附のお申込み受付を開始しました。

プロジェクトの概要

■ 返礼品の一例
農場お楽しみセットA
（寄附額5万円）

本学農学部附属広域都市圏フィー
ルドサイエンス教育研究センター 
では、実習を中心とした農産物の生
産・収穫に加えて、さまざまな加工
品の製造も行っています。学生や
教職員が丹精込めて作った農産物
や加工品を、是非ご堪能ください。

申込方法

QRコードから、農工大つながるプロジェクトのWEBサイトにアクセスいただき、ご寄附の金額に応じて
返礼品をお選びください。
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